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BCGの 塩 凝 集 反 応 に 関 す る 研 究

第1報

北海道大学結核研究所予防部(指 導 高橋 義夫教授)

山 本 健 一

(昭和27年10月10日 受付)

(本研究 の一部は文部省科学研究 費によつた。高橋)

1緒 言

膠質化学的現 象と しての細菌の塩凝 集は,"falvoz1)

が1897年 チフス菌の昇張水 による凝 集を報告 して以来,

種 々の細菌について多数の業績 が報 告されて いるが,B

CGに 闘 しては殆 ん ど研究がない ようである。先 にわれ

われはBCGの 自然 凝集 の機転 を追求す る意昧において,

BCGの 酸凝集反応 の研究 を行 つたが2),さ らに引 き続い

て,今 回はBCGの 塩凝 集反応 の研究 を行つたので報 告

す る。

II実 験 方 法

1)供 試BCG菌 株;予 研 よ り分与 され た 予 研 株

(所謂 日本株),ア メ リカ株 及びフランス株 の3種 類で

あ る。

2)菌 浮 游液:上 記 のBCGの ソ"ト ン培養(ソ ー ト

ン移植1代 乃至3代)7日 乃至21日 目の菌膜を集め,

蒸溜水 で可及的充分 に洗灘後,型 の如 ぐ水晶玉入 りコル

ベ ンを用いて手振法か,或 いは水平振澱機 によつて1cc

10mg含 有 の菌液 を作 り,こ れ を毎分2000回 転10分

間遠心沈澱 して可及的菌塊 を除去 し,か くして得た平等

菌液 を蒸溜水 で5倍 に稀釈 して用いた◎

3)供 試 塩類 溶液:塩 化第=二鉄 ・硫酸銅 。酷酸鉛及び

酷酸亜鉛 のモル溶液

4)反 応 実施方 法:凝 集反応用小試験管 に供試液mhe

の溶液か ら1,2,5法 を以 て稀 釈 した もの4eeを 取 り,

これ に菌浮游液1㏄ を加 えた9

5)判 定方法:反 応実施 後,試 験管 を直 ちに37◎Cフ

ラ ン器内 に放 置 し,1時 間,3時 聞,6時 間及び24時

聞後 に観察 し,次 の よ うに判 定を試載 した¢

(一);一 様 に潤濁せ るもの

(±);僅 か に細かな凝 集塊 らしき ものが認 められ るが,

それが真の凝集か否か疑 わ しい もの

(+);極 めて小 さな凝集塊が一様 に認 められ るもの

(十ト);一 部 の凝集塊が試験管の底 部に集 り,(十)の 時

より大 きな凝集塊が上部 に一様 に認 め られ る

もの

(惜);完 全 に凝集 し,上 溝 が全 く透明 となつた もの

III実 験 成 績

A)生 菌を使 用 した場合

成績 は第1表 であ るeす なわ ち塩化第二鉄 では"t'r,"i)。。

及 びmko,eee,硫 酸銅及び酷酸鉛 では 勉/10からi・・1s,OOO,

酷酸亜鉛 では 蟷緬 か ら 鶏/脚 の問 でそれ ぞれ凝集が見

られた。そ していずれ の塩 で も反応域 は最初 の1時 問 目

でほぼ決 り,以 後 反応 の程度が増強す るとともに,僅 か

なが ら反応域 も拡大 した。

第1表BCGの 塩 凝集反応一生菌 を使用 した場含

(予研株2週 培養)
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B)3つ の菌株 による実験

成績 は第2表 であ るが,3菌 株聞 に差異 は殆ん ど認め

られ なかつ た◎

C)加 熱 死菌 を使 用 した場合

所定 の如 く製造 したBCG菌 液 を重 湯煎 で60。C1時

聞,及 び コツホの釜で100◎C1時 聞 それぞれ加熱 した も

の について同様 に実験 した成績が第3表 である。すなわ

ち60。C加 熱 の場 合の反応 域は,時 間 的に追求 して も,

生菌の場合 と殆ん ど同様であつた。 しか しなが ら100。C
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第2表BCGの 塩 凝集 反応一菌株別 による反塔(2週 培養)
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第3表 加熱BCG菌 液の塩 凝集反 応(予研株3週 培養)

加熱の場合 に,塩 化第二 鉄を除 き,生 菌 の場合に

比 し反応域 はやや拡大 した。
く

m/m/m/m/喫/D)菌 液に破 酸文は フオルマ リンを作用 させ
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{た 場合

荘 ± 所定の如 く作 つたBCG菌 液 に,イi、し13泌2%

帯 朴 一 及びO.5%叉,フ オル マ リゾを1%及 びO.5%の　

+朴 割合 にそれぞれ加 えて室温 に1属 夜放 置 した後,

省 塩溶液 において,そ の凝集状態 を観察 した◎成

績 は第4表 に示 した如 く,石 炭酸及 びフオルマ リ

ンで処置 した菌液 の擬集 も,生 菌 の場合 と比べて

帯 殆 ん ど差が なかつた◇ 、
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ン原子価 に関す るとい う事実は,既 に鈴木3),宮
i

欝}帯 普/村4)5),今 成9)が 種 々の塩類 と多数 の細菌 につい

州+一/て 講 た ところである「bS・われわれ蒲 つ たBC
Gに よる実験 で も同様であ る。す なわち矢張 り膠

借 荘 一 〆 質
におけ るs,hulzeHtの 法Ptl」に従い,醗 臨

+類 の金属原子価 に比例 して凝集 し,文 同価の塩 で

帯 帯 帯 一 一 も,そ の凝析 価Z丑 くPb<Cuの 順 と凝集価の大

+語+__き さが一致 している・塩化第二鉄力塒 異の凝 集帯

を作 り,鵬/5劒 か らrsko,oe"附 近 でBCG菌 液を帯 帯 帯
一 一

凝集 させ ることは,他 の鼠 チフス 。赤痢 ・脳脊髄

州++一 殿 菌 などにおけるxsw)6),と 同様である。

舵 帯 帯rmSWE菌 を用いての糠 集 におVて(ま,・ …C

加熱 死菌 の凝集域が生菌及び60つC加 熱死菌 に比

/ して拡大 したが,こ れ は加熱温度の差 が 菌 体 物

質 の変化 に差 を来 した為 であろ うか◎ しか しなが/
/

,ら 石炭酸 ・フ オルマ リンによる死菌での実験 では,

/〆 それらが全擬 集域に影響を及ぼさず・生齢 そ
れ と殆 んど同 じであつた◎ この点に関 しては,宮

村5)が サルモネラ ・赤痢菌族 において鞭 毛を欠く

ものは フオルマ リソ ・石炭酸 によつて,塩 凝集が

影響を受 けない と述べているのと軌 を一に してい

る◎
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V結 論

1)BCGも 塩化第こ二鉄 。硫酸銅 。酷酸鉛 及び

酷酸 亜鉛 などの溶液中で凝集 し,凝 集の強さ

は,そ れ らの金属原子価 に比例 した◎特に塩

化 第二鉄 は特異の凝集帯 を示 した◎

2)本 凝集反応 においては,使 用せ る3菌 株 間

の差異 は全 く認 められ なかつた◎

3)加 熱死薗 の場合は,60◎C加 熱死菌は生菌

と全 く同 じ態度を とり,100◎C加 熱死菌はや

や凝集域 を拡大 した0

4)フ*ル マ リン及び石炭酸 は塩凝 集域 に見 る

べ き影響 を与えなかつた。
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第4表 フオル マ リン,石 炭 酸加BCG菌 液 の

塩凝集反応
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終りに恩師高橋教授の御指導と御校閲を心から

感謝する。
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